
 
 

 

介護予防の
効果をいかに
高めるか?

限られた人材
をいかに有効
に活用するか?2025年頃

（天草市の場合）



【体制】
広域リハ、
PT協会、OT
会・健康運
動士会

市
包括
地域支え合い
推進員（Ｓ
Ｃ）

リハビリ職支援（年１回）
初回支援（PP・動画による）
体操DVD配布
プレイヤー・血圧計貸与
新しいメニュー紹介の教室案内

①支援体制の検討・充実

目的の共有と協力体制の確保
住民に
よるＰＲ

広報・ケーブルテレビ
各団体への出前講座等、あ
らゆる機会で啓発!

意識と意欲に働きかける！

住民自らの
参加

登録

天草市の現状・課題・
通いの場の取組紹介

やってみようか?
これからは必要!
是非やりたい!

②とことん普及啓発

参加者
急増!
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天草市「通いの場」現在１２１団体（2,031人） H30.4月末時点

認定者も
認知症の方も
障がいのある方も
集える場

改善した!
楽しい!
教えたい!
仲間のために!

ちょっとした困りごとお互いで助け合う

ケアマネジャー・事業所 地域包括支援センター

見学・紹介 資源として活用

脳いきいきサポーター

その他
地域の
活動の場

③認知症予防の担い手養成

・脳いきいきサポーター（認
知症予防パズル等の手法を学
んだ方）を養成し、様々な住
民主体の場で実践開始。
・サポーターが必要性を感じ
て通いの場を立ち上げた例も
複数あり

認知症予防
ツール実践

4946 待つ!!

介護予防の「通いの場」 登録団体募集 （Ｈ27.11月～）

「通いの場」とは 「介護予防」「閉じこもり予防」「健康づくり」のため、自治公民館等の
歩いて通える場所に地域の方々が集まって、市の薦める介護予防活動（体
操等）を実施するもの。住民主体の活動。

登録要件 ○参加者の過半数が65歳以上 →担い手となる若い世代の参加もＯＫ
○週1回以上開催 →介護予防として効果を上げるのに必要な頻度
○1回の参加人数は5人以上 →点在する集落も多いため、少人数でOK
○市がすすめる介護予防活動（体操等）を実施 →「いきいき百歳体操」
等を推奨
その他のメニューは自由
例）認知症予防体操、ラジオ体操、真向法、

歌、茶話会等、やりたいものを追加

支援内容 ○体操のＤＶＤ配布
○ＤＶＤプレーヤー、血圧計等の貸与
○リハビリ専門職による現地支援（1回限り
○新たなメニューの提供
→ 「いきいき体操教室」の案内等

募集数 Ｈ27:20団体 Ｈ28:30団体 H29:30団体

天草市の重点施策 ～通いの場づくり～

参加者の参加者の

通いの場 からだ編
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👍


